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労 働力人 口の 推計

被
告
に
損
害
賠
償
命
ず

継
続
勤
務
の
請
求
は
棄
却

玉

京
都
中
野
区
の
メ
皀
保
育
園
に
、
非
常
勤
職
罔
と
し
匸
勤
務
し
て
い
た
遽
へ

の
保
育
七
閇

中
野
区
を
相
手
口

解
扉
無
効
に
よ
る
地
位
俯
認
、
賃
金
支
払
い
な
ど
を
求
め
て
い
た
裁
判
で
、
東
京
地
裁
は
８
囗
二

見

回

の
訴
え
を

一
部
認
め
、
被
告
に
恰
⊥
６
０
万
円
の
損
害
賠
偵
支
払
い
を
命
じ
る
判
決
を
出
し
仁

判

決
で

中

西

茂

裁

判

長
　

曜

席
に

は
い

れ

な

か

っ
た
　

と
し
匸

働
い
て

い
た
旱

］
ら
・

は

、
被
告
は

、
原

告
ら
の

冉
　

人
々

が
、
法
廷
の
外
で

、
判
　

を
、
保
言

所
へ
の
指
定
管
理

契
約
へ
の
羂

待
権
を
侵
害
し
　

決
を
固
唾
を
の
ん
で

待
っ
て
　

者
制
度
導
入
に
よ
っ
て

、
斗

ご
と
し

な
が
ら
も
、
継
続
勤
　

い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
↓

日
以

降
再
任
用
し
な
か

務
の

請
求
は
、
棄
却
し
た
。
　
　

匸
の
裁
判
は

、
２
０
０
４
　

つ
た
の
は
、
解
雇
権
の
濫
用

判

決
に
は

、
9
0人
を
越
え
る
　

年
３

月
3
1口
ま
で

、
中
野
区
　
で

あ
り
無
効
あ
り
・
、
非
常

勤

支

援
者
が
傍
聴
匚

訪
九

傍
　

の
保
育
園
に
非

常
勤
保
育
士
　

茴

回

匸

て

の
地
位
確
茫
と

賃
金
を
請
求
す
る
と
共
に

、

再

任
用

さ
れ
る
と
い
う
圓
待

権
が
侵
害
さ
れ
た
と
し
て

、

慰

謝
料
各
工
Ｏ
Ｏ

万
円
の
捐

害
賠
賠
を
請
求
し
、
争
わ
九

七
い
た

ち
の
。

判
決
で

中

尊

戌
裁
列
長
は

判

床
言

』
心

中
で

、
「
特
別

職
の
非

常
勤
職
貝
は

、
地
遐

公

務
員
法

第
３
条
３
項
呂

肘

匚
よ

っ
て

、
任
川

権
者

千

野

ぼ
長
」
に
よ

プ
匸
任
用

忘

九
、
発

佶
通
知
十
」
も
公

布
さ

れ
て
い
て

、
雇
川

契
約

締
結

匚

該
当

す
る
翁

実
は

な
く
、

任
用

権
者
が
白
由
に

労
働
条

件
を
決
定
す
る
匸

と
が
出
来

報
告
集
会
で
、
判
決
文
に
つ
い
て
解
説
す
る
今
野
弁
護
士
（
右
）
と
原
告
ら

な
卜
し

、
二
四
黽
匚
罘
望
す

る

人
万

广

川
匸

し
匸
失
働
杲

件
か
灰

足

す
る

余
地

も

心

久

私
法
卜

㈹
住
用
契
約
と

は

鉄
な
る
と
し
な

が
ら
气

採
川

の
際
匚
、
『
定
年
は
こ

と

こ

と
長
期
匚
働
け
る
か

の
よ

う
な
説
明
か
あ
气

永

仁

再

任
用
が
常
態
化

。
原

大
ら
も
、
良
い
人
で
は

、
川

副
气

再
仟
川
さ
れ
て

卜
る

二

と

か

ら

、
原

告

の

期

待

は
、
法
㈹
保
設
匚
佰

す
る
」

と
述

べ
仁

判
決
後
、
弁
護
上

会
館
匸

行
わ
九
七
報
告

集
会
匸

、
弁

護
回

の

今

野

久

子

弁

護
士

は
、
「
判
曜

又
卆
岫

か

く
読

猪
口
大
臣
に
要
望
書
提
出

ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
の
理
解
を

昨
年

末
閣
議

決
定
し

た
第

２

次
男
女

共
同

参
画

基
本
計

画
に

、
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
フ

リ
よ

用
語
の

解
釈
お
よ

び

不
適
切
な
事
例
の
記

述
、
さ

ら
に
今
年
に
Ｔ
月

末
、
男
女

共
同
参
画
局
か
ら
都
道
府
県

・
政
令
指
定
都
巾
の
男
女
共

同
参
画
袒
当
課
に
対
し
、
フ

エ
ン

ダ
ー
・
フ

リ
ー
」
用
語

の
不

使
用

を
促
す
事
務
連
絡

が
出

さ
れ
仁
こ
と
に
よ
り
、

現
場

が
混
乱

。
罔
用
語
の
統

制
や

ジ
ェ
ン

ダ
上
平
等
へ
の

日月23 日から

仁

と

、

殷

務

心

必

要

性

、

咋

‐‐‐‐

門

性

か
認

め

、

百

仟

は

、

も

っ
は

ら

陂

言

七

あ
い

、

回

的

保
直

し

し

ベ

レ

七

卜

う

の
・
は

‐‐‐

疑

悶

と

し
て

、

引

町

卜

山
や

・

り

方

か

し

こ

卜

と

し

て

卜

る

」

と

解

言

圭

だ
、
原
犬
言

ひ

と
り
、

行
使

卜
万

元

辻

顫

述
し

仁

」
と

加
号
匸

取
り

人
八
ら

牡
卜
に
の
匸

、
玉

川
价
訴
か
と

ご
っ
た

は
ど
、
仟
川
心
壁
加

破
九
な
か
っ
仁
二
七
は
、
後

か

づ
分
か
っ
二

、
他
の
原
杵

ら
八

刊
決
匸

、
仕
事
の
中

身
を
ぬ
か

よ
Ｌ
く
九
仁

」
と

が
嬉
し
か
っ
た
と
感
熄
を
万
竺

べ
仁今
川
の
判
決
で

、
顯
待
権

の
侵
吉
は

ご
め
ら
九
九

が
、

現
職
復
帰
が
か
な
わ
な
か
っ

仁

』
と

か

ら
、
原

往

団

七

は
、
現
場
復
帰
目
指
し
二

、

控
訴
の
よ
意
を
固
め
た

。

攻
撃

が
一
屑

強
ま

っ
て
い

る

と
し
て

５
日

、
猪
囗
邦
子
内

閣
府
男
女

菽
罔
覬
出
捐
当
大

臣
に

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
言
の

正
し
い

理
解
を
周
翔
徹
塵

す

る

よ

う
求

め

且

要

望

書

を
、

ジ
ェ
ン
グ
匸

平
等
社
会

の
実
現

を
求
め
る
有
志
が
手

沍
し
仁
匸
の

囗
、
滷
水
澄
子

〒

女
性

会
議
常
任
顧
問
）
心

森

樹
（

琉

球

大

学

非

常

勤

講
さ ん ら坂 本福 島 、若 桑 、清 水左 か ら、 蔦 森 、

教育基本法の改悪をとめよう全国集会气

町

、
福
島
み

ず
は
（

参
議
院

議
員
）
、
若
桑
み
ど
り

牟

葉

大
学
回

薮

授

）
、坂

本
洋
子

（
ｍ
ネ

ヨ
ト

・
民
法

改
正

情

報

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

共
口

代

呑

さ
ん
ら
か
代

表
し
匸

猪

囗
大
臣
に
面
会

。
そ
の

後
記

者
会
見
を

開
い
た

。

猪

口
大
臣

仁
、
匚

野
手

鶴

子
東
大
人

学
院
教
授
か
ジ
ェ

ン

ダ
ー
・
フ
リ

ー
の
川

詰
や

概

念
を
用

卜
る
可

能
性
か

お

る
と
し
て

、
国
分

寺
巾
匸

四

奥
演

が
中
よ

さ
牡
た

こ
と
。

福
井

生
活

学
習
館
が
フ

千
二

二
万
ム
や

性
教
育
七
関
係
す

る
書

籍
１
５
０
冊

を
書
架
か

「

教

育

基

本

法
Λ
改

正

匸

麗
「
謀
罪

佶

呈

民
投
票

言

そ
し
匸

言

療
制
度
改

革
関

連
法

」言

法
３

兄
弟
フ

ラ
ス

ー
と

卜
わ
九
九
が
、
医

療
は

通
っ
匸
し
圭

卜
、
あ
と

は

秋
の

臨
時
国
会
に
継
続
審

ら

撒
去
し
た

事
例
な
ど
を
示

し

、
「
２

次
基
本
肘
画
の
ジ

ェ

ン

ダ

ー
・
フ

リ

ー

説

閇

が
、
ミ
ス
リ

ー
匸

マ
起

二
し

ニ

レ

言

、
「
現
場
て

は
、
卜

年
仏
前
か
白

匸

ン
グ
ー
・

フ
リ

ー六

号

葉
の
下

可
男
女

共
同
参
画
が
進
ん
二

き
心

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ

囗
了

ゐ

Ξ

葉
の

排
除
は
、
そ
の
歴
史
七

黍

雪

⑤
い
抖

匸

る
こ
こ

に

等
し

く
、
す

べ
て

が
侑

艮
り

す
る
」
と
し
て

、
政
府
の
新

た
万

対
に
ご
卆
要

聯

猪
口
⑤

Ｅ
は
、

Ｔ
匸

ン

ブ
ー
・
フ

リ
ー
七
卜

う
三
篥

は
な
レ
ニ

ブ

厂
ノ
冬

‘
・
ノ
ー

堂 1 汢 ぽ ほ い
っ

ぱ
い
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音 楽６ 月 ２ 己 の 集 会 、 日 比 谷 野 ジト

議
に
こ

つ
仁

だ
が
、
廃
案

に
七

ち
二

め
ず
、
先
送
にソ
匸

壮

ロ

セ

け
と
、
巡
日

、
集

幺
や
万

言

⑤
言

特

岫

か

つ

つ
レ

匸

る
。

Ｇ

月
２
日

「
燃

昆

末

法

の
改
悪
を
と
め
よ
う
！

全
固

ク
オ
リ
テ

ィ
匸

レ

ユ
ン
グ

ー

ニ

プ

シ

匸

☆

等
加
百

際
的
常
識

」「
政
府
の
男
女
共

回

参
則

ジ

テ

ノ
ケ

ー
の
平

府

ふ
ゆ
る
が
な
卜
、
私
も
吝

ブ

リ
ッ
ク

ご
と
匸
説
明
会
を

行

三

今
‐履

張

プ

ソ

る
の

匸
こ

配
な
卜

三

百
卜

、
言

的
匚
地
方
自
冶
体
、
教
育
委

員
会
水

二
政
府
加
介
人
市

来

な
卜
佰
分
ち
あ
る

が
、
政
府

七
異
な
る
事
例
か
あ
九

ば
や

る

▽
二
谷

兄
八
と
言

つ
。

回

唾

入

は

「
人
巨
上
私

参

り
⑤

口
指
す
札
匸

弌

基

本

的
ニ

ズ
レ

は

な

卜
と

士

个

乱

こ

と

わ

リ

ノ

ニ

竃

二

千

二

言

回

し

っ

こ

二

卜

口

…

…

・

］

’

｛

、

｝

。パ

。

ヽ
ｙ

。
。し

‘

・
つ

・
’
ミ

’

）

’ 一

万

ゝ

・

、つ

ｙ

ヽ
、

匸

乱

号

竺

千

。

ノ

ヘ

テ

し

Ｏ

仁

二

言

匸

謡

ぺ

欸

し

ま

す

。

三

才

匸

ケ

ニ

言

气

价

余

子

圉

肖

二

二

二

‐

卜

返

午

古

二

回

友

几

付

言

百

千

全

国

婦

人

新

閧

社

集
全

、票
・
言
回

年
匸

か
っ

仁

こ
ゲ
つ
貼

言

べ

广

匸
一

比
谷
野
外

言

言
三
圧

言

煙

め

う

个

几

黄

象
气
　

一
よ

雪

か
こ
ソ

ゾ
⊇

言

气

与

党
、
文

仁
方

言

轟
レ

匸

呼

今
之

ソ

①

童

鱒
⊇
ぺ

こ

ん
は
、

憂

下

言

言

公

言

悦
代
神

二
言

⑤

ら
ヤ
し

勹

≒

∧
改
悪
／
二

、

毋

七
愛
す
る

か
私
か
ま

め
⑤

亘

の
言

賺

回
匸

尹

千

る
俟

広
言

。匸

ぱ
る
言

言

匸
っ
）か
け
心

匸

言

旱

冬

ん
は

言

仟

参

ご
才

六

三

忽

余

了

茶

四

刀

呉

学

。
禺
甘

十
等
①

塑

こ
か

匸

匸

よ
言

四

几

た

匸

訴

え
仁

う
厂

引

い宍し
な
事
例
二

窓
≒

処
す
る
と
卜

う
言

琴
圧

七

の
匸

、
二
か

ず
つ
情
万

嘗

‐

七

匸
イ
ニ
け
匸

卜
く
二
仁

万

人
包

。

百

升
県
匸

自

分
の

兼

書

『
男
匸

か

仟

長

匸

も
な
く
』

が

撒
三

さ

九
た

羂

森

さ
Ａ

は
、

匸

衣
才

匸

二

今

‐

以
す

ら
、
本

幸

翼

○
根
幹

に
か

白
⑤

含

言

心

二
三
言

錬

四

祐
座

乙
な
匸

上
怒

言
心

厂

サ

ン
ド

上
古
「

ノ

ビ
ノ
ク

①
耳

匸
匸

っ
三

三

二

二
庶
子

」
七
乍

匸

ニ

ノ

イ

罵

才

言

言

匸

（

７
四
料

が

・
・
・

＝ 丶 = = ･ ♂丶 = ♂ ¶「

一

ニ

ヅ

言

．
マ

、 ’ｆ
て

】
（

’
‐

）
一

｝

’

一

一

．
・

二

寸

ご

匸

よ

匸

匸

几

犬

し

①

レ

ノ

匸

几

千

匸

匸

匸

‘
．・
、

・

言

言

三

二

卜

二

’
一

二

二

卜

一

七

仁

三

大

言

、

ヅ

ブ

十

⊇

白

口

匸

士

う

言

二

言

乙

▼

言

卜

足

万

有

∩

ミ

、

二

元

幸

三

回

弓

○

三

三

人

二

三

サ

ク

犬

二

千

言

☆

ノ

犬

＝

・

▼

卜

乍

四

百

菅

生

百

万

言

匸

に

こ

と

で

二

元

三

言

言

卜

爪

三

友

人

寸

公

】

２

亘

二

二

气

二

言

言

行

８

０

言

三

了

○

デ

ブ

毋

匸

二

姙

言

帯

匸

９

亘

回

心

上

土

へ

匸

≒

且

く

二

言

・

⑤

ぺ

人

匸

广

言

っ

匸

レ

三

ｙ

．
一

言

よ

言

重

・
毋

亘

く

才

七

言

言

ご

二

よ

る

上

事

乍

つ

言

言

顫

千

言

工

町

章

三

仁

四

二

广

三

回

三

才

了

犬

言

ソ

ド

匸

⊇

三

こ

貰

韭

⑤

∵

０

ザ

千

☆

二

六

半

牡

牛

二

白

言

言

尚

二

ズ

（

Ｉ

Ｉ
［

１

’ ヽ
‐

Ｊ

・
］
Ｊ
二

】
「

」
め

ヽ
一

に

・

｝
ｙ

｝
】
’‘
｝
一

四

苓

言

七

言

よ

匸

仁

①

三

分

了

耳

言

言

い

▼

言

言

言

才

三

三

員

童

三

回

百

二

少

々

考

三

『
言

企

水

刀

善

女

子

万

作

匸

賃

金

二

足

乙

言

殆

ど

、

特

和

匹

千

三

．

良

二

二

百

卜

匸

咎

元

心

仁

心

、

重

』
］

膜

二

匸

上

改

三

无

女

百

千

竺

言

言

言

言

顯

接

年

足

鋤

言

二

つ

二

い
方

つ

の

み

二

言

こ

∩

．

千

妻

三

入

二

二

七

二

道

言

ご

言

言

了

▼

二

回

七

窓

進

み

貧

天

一

〇

女

性

仁

卜

一

み

毋

つ

二

な

卜

．

「

堅

回

し

仁

三

三

①

一

元

．
ヰ

叶

雲

言

参

三

る

土

二

（

万

二

三

二

二

回

匸

百

（

匸

卜

る

コ

（

し

り

皇

六

仁

叉

三

レ

ニ

チ

よ

レ

≒

言

一

二

三

を

ケ

シ

ー こ

る

よ

う

匸

ノ

シ

ノ

怒

令

匸

七

し

卜

▼

恆

言

り

二

言

言

言

气

心

了

言

づ

て

し

牛

了

曜

庶
民
の
立
場

に
た
っ
て
ル
ポ
す

る
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
Ｄ
Ｄ
」
。

Ｔ
Ｂ
』Ｓ
テ
レ
ビ
　

毎
週

火
曜

囗
2
5
時

卯
分
～

こ
の
他

、２
時

間
ス
ペ
シ
ャ
ル
、Ｂ
Ｓ
Ｉ
な
ど
に
も
制

作

。

現

代

セ

ン

タ

ー

代

支

吉

永
　

寿

子

こ
の
人

が
譖
る
「
不

登
校
」
皙
茫
Ｔ

一一一 一一一

裲輒y.lg

お
求
め
は
、
全
国
の
書
店
も
し
く
は
当
社
ま
で
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口⊃

女
性
の
。
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
”支
援

「
少

子

化

対

策

」
で

も

必

要

労
働
状
況
、再
就
職
、起
業
計

平32
労働力串
横ばいケース

平 １２昭55

甲成12年までは総務省F 労助力調査」，平成32年（労働力率横ばい ケース）は厚生労働省推計

［平成17 年7月j よ|］作成。
平成3卩lﾐ（女性労働力廖1二Ｗ｡ケ ース）は。年齢階級別の男女の劣働力哨の差が半分とな｡つだ

と仮定して内 閣府男女共同参直局において推計。
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一 一 一 一一一 一一

第
工

子
出
産
後
も
継
続

就

業
し
て
い
る
女
性
は
わ

ず
か

2
3垢
で
、
女
性
の

労
働
力

率

は
あ
卜
か
わ
ら

ず
子
育
て

期

の
韭
歳
前
後
が
低
下
を

す
る

Ｍ

字
型
カ

ー
ブ
を
描
い
て
い

る
と
、

「
1
8年
度

版
男
女
三「

冂
参
尚

自
言
」
仄

閣

府
）
は

指
摘
。
０
囗（
９

回

に
㈲
議
言

回
心

九
七
白
書
は

、
特
ず
匚

「
女

性
四
町
千

ヤ
レ

レ
ソ
趾

佰
」

を
耿
にリ
ト

げ
で

上

フ

顫

の

ゲ
性
の

労
働
の

怙
況
お

よ
び

づ

三
職

・
起
不

今

白

川
拮

を
分
析
。
再
チ

ャ
レ

ン
ジ
支

援
は
男
女
共
同
参
画
、
少

ド

化

対
策
、
労
働
力
人

囗
の
減

少
の
緩
和
対
策
に
と
っ
て
必

要
で

あ
る
こ
と
を
⑤
謳
。

女
性
の
職
業
匚
閇
す
る
意

識
謳
査
で

は
、
ヰ
ど
も

が
出

来
て

も

「
覦

槊

継

貌

す

べ

寸

か
け
・
９

庖
　

「

。
時

中
断

二
再
就
職
」
万
９７Ｔ

Ｏ

九
七
、
継
続
が
中
斷
卆
匸

川

ノ

ト

る
閇

実
際
匚
継

続

言
呈
占
は
。ヤ

。
。

巾
斷
し
に

言
職
匸
≒
厄

興

囗

卜
寸

加

ド

ノ

、
い
か
匸

聯
慨
行

ヤ

難

し

い

か

が

分

か

る

。
ま

た
、
就
業

希
望
者
は
、
Ｍ

字

型
の
窪
み
に
当
た

る
冊

歳
代

が
最
も

多
い

。

囗
本
の

労
働
力
人
囗
は
、

２
０
０
０

年
回
６
７
６
６

万

入

総

務
省
）
だ
っ
た
が
、
厚

生

労
働

省
は
労
働
力
率
が
同

じ

水
準
で

推
移
し

た
場
所
、

2
0年
回

は
６
０
８
７

人
に
な

る

と

推
計
。
匸

九
回

対

し
、

男
女
共

回

言
画

局
は

、女

性

の

労
働
巾
場
参
加
が
進
み
、

屶
女

心
労
働
率
の
首
が
半
分

匸

ぺ
九
は
、
労
働
人
口
は
0
0

年
と
ば
ば
罔
じ
Ｇ
Ｇ
０
８

万

Λ

］
な
る
と
付
則
し
、
労
働

ヤ

ヘ
囗
減
少
の
緩
和
回
は
女

性
万
就
突
友
川
、
特
に

茴

戍

代
（

ツ

ー
の
昌
川
が

个

叫
欠

心
と
し
て

卜
る
。

政
肘
か
闘
年
を
申
し
回
収

り
組
廿
女
性
の
再
チ
ャ
レ

ン

ジ
支
援
策
は
ノ
ロ

地
域
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
不

ツ
ト
ワ

ー
ク

フ

ヘ
り

⑦
予

習
能
力
の
開
発

③
マ
ザ

ー
ズ
（

ロ
ー
ワ

ー
ク

設
苣
や
経
済
界
・
労
働
界
な

ど
の
働
き
か
け

①
起
草
の
た

め
の
ノ
ウ
（

ウ
、
資
金
援
助

万

国
に
お
け
る
総
合
的
な
佰

一

報
提
供
、
謳
百
、
と
５
口

白

柱
を
』

げ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か

白
占
は

、
政
策

・
方
針
決
定

道
程
へ
の
女
性

の
参
画
で

、
衆
議
院
は
過
去

胆

尚
の
・９

・
４
％

余

色

匚
、
女

性
が
最
も
多
い

特
別

区
議
会
で
も
凹

・
５

庖

最

も
少
な

卜
町

村
議
会
匸

は
５

・
８
％

と

お
・寒
卜
状

況
匸

あ

る
こ
と

、
女

性
四

辻
用

心
壮

正
硯
化

か
進
万

、
回
社
白
川

比
率
は
Ｓ
判

を
閇
气

年
収

靼
口

Ｏ
Ｏ
万

円
末
満
は
卜
・

一
卜

二

大
仲
2
0％

）
匸

回
収

人 こ

丶O

1月

戸

攵 リ

び 卜 卩

いj

jﾝ?

･

格 ゛

λﾐ 气

もfJ

話ﾐil

一一一一 一一一‥-

ガ

ノ

し
卜

倡
こ

と
こ

と
、

昨

夕
心
分
价
二

脂
け

る
大
穴

几

言
言
六
力
川
扶
言
、
政
☆

か
り
工

作
講
じ
匸

施
円

勹

皿

回

ド
ソ
に
う
匸

す
る
圉

宍

ペ
ブ

に
報
广
し
匸
卜
斗

⊇ ↓
匹 ８年回范女共目参麟

参百万

言陽ブ ゲ

案分匸ブ)とリ

恰⊇ 纐之二 郢痢ヌ･共同

Ｇ

・

八

白

匸

卜

泉

っ

輿

士

女

八

則

参

雨

迦

川

二

千

仁

（

り

含

巾

父

言

无

庄

川

公

白

二

戸

言

『

‐
コ

ｌ

Ｏ

Ｄ

Ｏ

’

Ｇ

・

勹

こ

こ

に

谷

み

、

匸

犬

、

厂

言

口

毎

Ｙ

Ａ

川

友

上

二

九

回

厂

づ

匸

十

卜

匸

▽

二

し

匸

厂

に
乙

’
へ

．
’ゝ
一
｛

｝

．

．
い
一
一
・
Ｊ
へ

ぺ

ｙ

一

ｊ
’
宍

’
犬

｛

”
バ

¨

⊃

二

万

一

二

匸

卜

足

二

回

‐
二

参

三

二
　

皿

七

子

ご

匸
　

千

社

二

ケ

ニ

ゾ



(2)(火1雇 日)2006年6月20日一 ス

 

ユ性 二

 

女(第3種郵便物認可)第1457号

口 ロ
ロ ロ

 

■Z
●

ノー■
,

膨

舶

匪

1

ロ
ロ

2006年lLO児 童労動クローバル・レポー ト報告会 から

減
少

し
た

の
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

カ

リ

ブ

海

諸

国

-
億
人
越
え
る
1

兵

士

、
買

春

、
ポ

ル

ノ

、
麻

薬

製

造

、
密

売

な

ど

「児
童
労
働
反
対
世
界
デ

ー
」
の
6
月
12
日
。
国
際
労

働
機
関

(I
L
O
)
駐
日
事

務
所
で
は
、

「児
童
労
働
の

な
い
世
界
へ
1
2
0
0
6
年

I
」
0
児
童
労
働
ク
ロ
ー
ハ

ル

・
レ
ポ
ー
ト
報
告
会
1
」

を
開
き
、
児
童
労
働
に
関
す

る
ビ
デ
オ
上
映
、
レ
ポ
ー
ト

の
概
要
説
明
を
通
し
、
最
新

の
児
童
労
働
の
状
況
に
つ
い

て
発
表
、
児
童
労
働
根
絶
を

呼
び
か
け
た
。

「児
童
労
働
反
対
世
界
デ

ー
」は
、
「児
童
労
働
を
な
く

す
こ
と
を
世
界
に
呼
び
か
け

る
日
」
と
し
て
2
0
0
2
年

に
定
め
ら
れ
、
世
界
中
で
さ

ま
さ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
、
行
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
「児
童
労
働
」は
、
15
歳
未

満
の
子
ど
も
が
、
大
人
の
よ

う
に
働
く
労
働
。人
身
取
引

や
債
務
奴
隷
、子
ど
も
兵
±
、

買
春
・ポ
ル
ノ
、麻
薬
製
造

・

密
売
な
ど
の
不
正
な
活
動

や
、
鉱
山
な
ど
の
採
石
と
い

っ
た
危
険
有
害
業
務
な
ど
、

最
悪
な
形
態
の
労
働
に
つ
い

て
い
る
子
ど
も
も
多
い
。

こ
の
5
月
、
I
L
O
が
発

表
し
た
最
新
の

「児
童
労
働

ク
ロ
ー
ハ
ル

・
レ
ポ
ー
ト
」

で
は
、
現
在
、
2
億
1
8
0

0
万
人

(I
L
O
推
計
)
の

子
ど
も
た
ち
が
基
本
的
な
自

由
を
奪
わ
れ
て
働
き
、
そ
の

う
ち
、
1
億
2
6
0
0
万
人

が
危
険
で
有
害
な
労
働
に
従

事
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

し
か
し
、
過
去
4
年
間

で
、
児
童
労
働
の
数
は
11
%

低
下
。
特
に
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
で

は
、
こ
の
間
に
3
分
の
2
に

減
少
。
労
働
に
従
事
す
る
子

ど
も
の
割
合
が
、
5
%
ま
で

に
減
っ
た
。
一
方
、
サ
ハ
ラ

砂
漠
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で

は
、
人
口
増
加
率
、
H
I
V

/
エ
イ
ス
感
染
率
、
児
童
労

働
の
発
生
率
は
依
然
と
し
て

高
く
、
前
進
が
な
か
っ
た
。

児
童
労
働
の
最
大
の
原
因
は

"貧
困
"。
こ
の
ほ
か
、
子
ど

も
へ
の
教
育
の
ア
ク
セ
ス
が

な
い
、
親
の
教
育
の
欠
如
、

社
会
慣
行
な
ど
の
理
由
が
あ

げ
ら
れ
る
。
報
告
書
で
は
、

貧
困
削
減
、
基
本
教
育
、
人

権
の
領
域
の
取
組
み
に
対
す

る
各
国
政
府
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が
重
要
な
条
件
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
2
0
1
6

年
ま
で
に
あ
ら
ゆ
る
最
悪
の

形
態
の
児
童
労
働
を
撤
廃
、

2
0
0
8
年
末
ま
で
に
期
限

付
き
の
措
置
を
取
る
よ
う
に

提
案
し
て
い
る
。

児
童
労
働
の
問
題
は
、
日

本
国
内
で
は
な
か
な
か
見
え

に
く
く
関
心
が
薄
い
か
、
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
や
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
と
い
っ
た
身
近
な
生
括

の
中
の
製
品
の
な
か
に
、
児

童
労
働
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

い
る
も
の
も
多
い
。
報
告
会

で
は
こ
う
し
た
商
品
が
、
ど

の
よ
う
な
状
況
で
作
ら
れ
、

日
本
の
消
費
者
の
手
元
に
届

い
て
い
る
の
か
を
知
り
、
児

童
労
働
で
出
来
た
製
品
を
な

く
し
て
い
く
た
め
、
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

塘域別の晃童の経済活勘串(2000年 及び2004牟 、5押14歳 の年齢層%)
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灘
斐

"

,

る
。
男
社
会
で
は
男
も
ま
た

耳

爆糞 つ濯 飛苔鰐 急 シ,う～ノ・・軌

も参
、 ちが生 きる縛 ノ、乞.,

幾
韮

難

臨
,
"羅

へ

零

　

睡ボ1氏'
拷 い

津

毒弓
空
"タ

 

婆

運

劉慧

竪馴

齢 嗣竪驚

申
内

夏

蒋 輪 吊 愕 堅'蹴 酬

鎌
田

建

切 さか大いに語bれ た

牙

博

無

讐

鐵
講
ざ
壁
捧
舞
蕊

 ぐ

ー

豪
ほ

#

磁

.

/1驚

笥

"個 人 か 闘 う こ と の 大

「
今

、
私

た
ち
が

生

き

る

時

代

と

は

」

国
家
に
対
し
個
人
が
闘
う
時
代

鎌

田

慧

さ
ん
中

山

千

夏

さ
ん
大

い
に
語

る

現
代
女
性
文
化
研
究
所
は

第
5
回
望
月
百
合
子
忌
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
6
月
10
日
開

催
、
鎌
田
慧
さ
ん
と
中
山
千

夏
さ
ん
が

「今
、
私
た
ち
が

生
き
る
時
代
と
は
ー
」
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。

鎌
田
さ
ん
は
、
ホ
リ
エ
モ

ン
や
村
上
フ
ァ
ン
ド
な
ど
、

"元

・
時
代
の
寵
児
た
ち
"

に
つ
い
て
、

「あ
ぶ
く
銭
を

稼
く
も
の
は
昔
は
軽
蔑
さ
れ

「
ら

い

て
う

の
家

」
オ

ー

プ

ン

平
塚
ら
い
て
う
の
生
誕
1

2
0
年
を
記
念
し
て
、
上
田

市
真
田
の
あ
ず
ま
や
高
原
に

「ら
い
て
う
の
家
」
か
5
月

28
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

信
州
の
自
然
を
愛
し
た
ら

い
て
う
が
生
前
購
入
し
た
±

地
に
、
全
国
か
ら
の
3
2
0

0
余
人
、
約
5
0
0
万
円
の

寄
付
に
よ
っ
て
、
N
P
O
法

人
平
塚
ら
い
て
う
の
会
が
建

設
し
た
。

平

和

、
協

同

、
自

然

の
志

を

育

て

る

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
と

そ
れ
に
続
く
パ
;
テ
ィ
ー
に

は
3
0
0
余
人
が
出
席
。
朝

の
う
ち
の
豪
雨
も
昼
に
は
晴

れ
て
、
太
陽
が
顔
を
覗
か
せ

た
。
米
田
佐
代
子
会
長
は
「ら

い
て
う
の
、
平
和
、
協
同
、

自
然
の
志
を
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
育
て
て
行
き
た
い
」
と

挨
拶
。
ら
い
て
う
の
曾
孫
の

奥
村
と
も
さ
ん
と

一
緒
に
正

面
入
り
口
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

テ ー フ カ ノ トす る 米 田 会 長
(右)と りい て う の ひ 孫 、 奥 村

と も さ ん

し
、
木
遣
り
と
真
田
太
鼓
で

落
成
を
祝
っ
た
。

「家
」
は
県
産
材
の
カ
ラ

マ
ツ
や
ス
ギ
を
使
っ
た
山
荘

風
で
、
ホ
ー
ル
、
図
書
室
、

ら
い
て
う
の
居
室
に
ち
な
ん

だ
圓
窓
の
あ
る
和
室
を
中
心

に
、
広
い
ベ
ラ
ン
タ
は
切
妻

の
屋
根
に
覆
わ
れ
て
、
白
樺

の
そ
よ
く
風
を
感
じ
る
心
地

よ
い
空
間
。
家
具
も
全
て
カ

ラ
マ
ツ
材
で
で
き
て
い
る
。

ホ
ー
ル
に
は
ス
テ
ン
ド
ク
ラ

ス
、
玄
関
ド
ア
に
は
サ
ン
ド

フ
ラ
ス
ト
に
よ
る

『青
鞘
』

表
紙
絵
も
あ
る
。

ら
い
て
う
の
生
涯
を
た
ど

る
写
真
バ
ネ
ル
と
、
生
前
ら

い
て
う
か
愛
用
し
た
筆
、
富

本
憲
吉
作
の
赤
絵
の
湯
呑
み

や
雅
印
な
ど
の
ほ
か
、
自
筆

の
書
簡
、
日
記
、
ら
い
て
う

の
自
伝
出
版
に
際
し
て
の
湯

川
秀
樹
、
市
川
房
枝
ら
の
直

筆
推
薦
文
な
ど
も
展
示
さ
れ

て
い
る
。
和
室
に
は
ら
い
て

う
遺
愛
の
文
机
や
、
衣
桁
に

帯
や
着
物
な
ど
を
展
示
、
小

屏
風
は
福
田
英
子
記
念
碑
の

た
め
に
染
筆
し
た
ら
い
て
う

の
書
と
、
高
群
逸
枝
の
書
が

対
に
な
っ
て
い
る
。

開
館
は
当
面
、
±
、
日
、

月
曜
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時
で
、
夏
休
み
期
間
中
は

金
曜
日
も
開
く
予
定
。
入
館

者
に
は
5
0
0
円
以
上
の
維

持
運
営
費
の
寄
付
を
お
願
い

す
る
が
、
今
後
の

「家
」
運

営
の
た
め
に
維
持
会
員
を
募

集
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

平
塚
ら
い
て
つ
の
会
唇
03

て
、
無
料
。
秘
密
厳
守
。
相

談
は
、
子
ど
も
て
も
大
人
て

も
、
友
人
か
ら
で
も
可
能
。

実
施
日

■
7
月
1
日
団
、
2
日
回

10
時
か
ら
19
時

電
話
03

。

5
3
2
8

・
3
2
6
0

■

8
[口
田
、
9
日
同

10
時
か

英
雄
で
は
な
か
っ
た
」
と
金

こ
そ
す
べ
て
の
世
相
の
問
題

を
つ
く
。

「藤
田
省
三
さ
ん

は
、
日
本
人
の
安
楽
に
向
か

う
思
想
を
批
判
し
た
。
他
人

の
不
幸
に
目
を
つ
ぶ
る
。
企

・
3
4
0
1
・
6
3
8
3

(折
井
美
耶
子
・
女
性
史
研

究
者
陪
記
)

平
塚
ら
い
て
う
賞
公
募

平
塚
ら
い
て
う
賞
選
考
委

員
会
は
、
第
2
回
ら
い
て
う

賞
を
公
募
を
行
っ
て
い
る
。

平
塚
ら
い
て
う
の
研
究
、

ま
た
は
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
、
お
よ
び
女
駐
解
放

を
通
じ
た
世
界
平
和
に
関
わ

る
括
動
や
研
究
を
行
う
個

人
、
団
体
が
対
象
。
顕
彰
1

件
(20
万
円
)、奨
励
2
件
(10

万
円
)
が
贈
ら
れ
る
。
自

薦
、
他
薦
可
。

応
募
資
格
は
、
顕
彰
は
特

に
制
限
な
し
。
奨
励
は
学

生
、
大
学
院
生
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
。
応
募
は
9

月
30
日
締
切
り
。
選
考
委
員

は
中
鳥
邦
、杉
森
長
子
、
羽
田

澄
子
さ
ん
ほ
か
。
応
募
用
紙

は
ら
い
て
う
賞
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
る

(
君
03

・
5
9

8
1

・
3
1
7
6
)
こ
と
。

ホ

ン
ト

ラ

イ

ン

・
H

O

T

L

l

N

E

・
ほ

っ
と

ら

い
ん

セ

ク

ハ

ラ

相

談

ま

か

せ

な

さ

い

秘
密
厳
守
、無
料

「ス
ク
ー
ル

・
セ
ク
シ
ュ

ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、

「同

関
東
ネ

ソ
ト
ワ
ー
ク
」
、

「S

K
I
P
ス
ポ
ー
ツ
ホ

ッ
ト
ラ

イ
ン
」
の
3
団
体
連
携
に
よ

る
、

「
ス
ク
ー
ル

・
セ
ク

ハ

ラ
/
ス
ポ
ー
ツ

・
セ
ク

ハ
ラ

電
話
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
、
7
月
、
実
施
さ
れ
る
。

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
中
高

校
や
、
部
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

の
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談

ら
19
時

電
話
06

・
6
9
9

5

・
1
3
5
5
、
携
帯
ホ

ッ

ト
ラ
イ
ン
0
9
0

・
4
7
6

8

・
8

6
2

6

■

15

日

田

、
16
日
側

10
時
か
ら
15

時

電
話
0
9
0

・
3
9
6

2

・
2
4
2
4

業
を
守
る
意
識
は
国
を
守
る

意
識
に
引
っ
張
ら
れ
や
す

い
」。
「民
主
党
の
教
育
基
本

法
改
定
案
は
個
人
の
尊
厳
を

人
間
の
尊
厳
に
変
え
た
。
個

人
の
尊
厳
こ
そ
が
大
切
で
愛

国
心
と
対
峙
す
る
も
の
だ
」

「愛
国
心
を
通
知
簿
に
採
用

し
た
学
校
が
1
9
0
校
も
あ

る
と
い
う
。
靖
国
神
社
の
戦

犯
合
祀
を
や
め
れ
ば
す
べ
て

う
ま
く
行
く
よ
う
に
言
う
人

も
い
る
が
、
中
国
な
ど
は
ギ

リ
ギ
リ
の
妥
協
点
を
い
っ
て

い
る
の
で
、
日
本
人
は
そ
れ

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
戦
争

遂
行
の
神
社
が
戦
後
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
の
が
問
題
」

と
い
ま
話
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
中
心
に
話
す
。

中
山
さ
ん
は
、
女
で
あ
る

た
め
の
居
心
地
の
悪
さ
、
そ

れ
は
国
会
議
員
に
な
っ
て
も

か
わ
ら
ず

「い
ま
、
男
社
会

を
変
え
る
た
め
に
闘
っ
て
い

生
き
難
い
。
男
も
い
っ
し
ょ

に
闘
お
う
と
仲
間
に
入
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
い
ま
、
国

家
に
対
し
て
個
人
が
闘
う
時

代
。
全
体
に
流
さ
れ
ず
、
み

ん
な
と
い
っ
し
ょ
に

一
人
を

生
き
よ
う
」
と
い
う
。

こ
の
あ
と
岡
村
遼
司
・
早

大
教
授
の
コ
～
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
話
し
合
っ
た
が
、
鎌
田
さ

ん
は

「生
き
方
を
変
え
る
」

こ
と
を
強
調
、
中
山
さ
ん
は

「金
が
正
義
と
い
う
考
え
、

こ
れ
は
ロ
ク
な
も
の
で
は
な

い
。

"上
の
人
間
は
人
を
人

と
思
っ
て
い
な
い
。
ゴ
ミ
、

ア
ク
タ
連
合
で
上
を
や
っ
つ

け
よ
う
」
と
語
っ
た
。

憲
法
と
教
基
法
守
ろ
う

21
世
紀
に
輝
け
9
条
-
女
性
の
憲
法
年
連
絡
会

ハ
ガ

キ
付

き

リ

ー

フ
7
万

枚
作
成

「21
世
紀
に
輝
け
9
条
-

女
性
の
憲
法
年
連
絡
会
」
(東

京
)で
は
、
教
育
基
本
法
「改

正
」
と
国
民
投
票
法
案
に
反

対
す
る
2
項
目
に
対
し
て
、

直
接
国
会
に
請
願
で
き
る
ハ

ガ
キ
付
き
リ
ー
フ

「憲
法
と

腎

♂

灘
一瓢

.

苓

難

写

弼
叢

甲ξのるを衝 まっ

鷺1勢 鴨

教
育
基
本
法
を
ま
も
ろ
う
」

を
7
万
枚
作
成
し
た
。

こ
の
リ
ー
フ
は
、
往
復
は

が
き
タ
イ
プ
で
、
片
面
に

は
、

「戦
争

へ
の
道
は
イ

ヤ
ー
国
会
に
あ
な
た
の
声
を

届
け
ま
し
ょ
う
」
の
タ
イ
ト

籔

曜

縫
鐘

.藩

璽鱗
け9条 女嘗の轡f無 遷績会

 

D

V

に

対

し

ア

ト

ハ

イ

ス

「女
性
の
権
利
1
1
0

番
」
(共
催

。
東
京
弁
護
±

会
、
第

一
東
京
弁
護
士
会
、

第
二
東
京
弁
護
士
会
、
日
本

弁
護
士
連
合
会
)
が
、
6
月

轟
、

/
～
轄

21世 紀に輝

 

24
日
ω
10
時
か
ら
14
時
ま
で

実
施
さ
れ
る
。
相
談
内
容

は
、
女
性
の
権
利

一
般
。
社

会
や
職
場
の
女
性
差
別
、
離

婚
夫
婦
関
係
な
ど
の
問
題

や
、
夫
や
恋
人
か
ら
の
女
性

に
対
す
る
暴
力
な
ど
で
困
っ

て
い
る
人
に
、
弁
護
±
が
対

ル
で
教
育
基
本
法

「改
正
」

案
、
国
民
投
票
法
案
の
問
題

点
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

て
い
る
。
送
付
す
る
は
が
き

は
、
氏
名
、
住
所
と
コ
メ
ン

ト
欄
を
設
け
た
も
の
。
事
務

局
で
は
、
女
陛
の
平
和
の
声

を
国
会
に
届
け
る
た
め
に
、

多
く
の
人
に
活
用
し
て
ほ
し

い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

希
望
者
は
、
同
連
絡
会
事

務
局
の
日
本
婦
人
団
体
連
合

会
E
O3

・
3
4
0
1
・
6
1

4
7
へ
。
リ
ー
フ
代
は
無

料
、
送
料
は
実
費
。

処
の
方
法
や
法
律
知
識
な
と

ア
ト
ハ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。

主
催
者
側
は
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
ほ

し
い
と
言
っ
て
い
る
。

相
談
電
話
は
、
唇
03

・
5

ぜ

戯
「
あ

の
戦
争

を

伝

え
た

い
」

 東
京
新
聞
社
会
部
編

こ
の
本
は
、
東
京
新
聞
社

会
部
の
17
名
の
記
者
が
、
庶

民
の
身
に
起
き
た
戦
争
の
記

憶
を
取
材
し
て
、
記
事
と
し

た
も
の
の
収
録
だ
。
新
聞
連

載
は
05
年
3
月
か
ら
12
月
ま

で
だ
が
、
そ
の
間
に
も
3
人

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

冒
頭
の

「東
京
大
空
襲
」

に
は
、
3
人
の
子
を
炎
に
追

わ
れ
て
亡
く
し
た
母
親
の
手

記
を
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で

日
本
人
の
教
授
が
教
材
に
使

い
、
学
生
た
ち
に
戦
争
を
考

え
さ
せ
た
話
や
、
仲
縄
や
大

空
襲
の
ビ
デ
オ
を
福
祉
専
門

校
の
学
生
に
見
せ

「皆
さ
ん

が
介
護
す
る
相
手
は
、
こ
の

時
代
を
生
き
て
き
た
人
で

す
」
と
教
え
る
女
性
の
話
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
弾
圧
、
仲

縄
戦
、
原
爆
投
下
、
サ
イ
パ

ン
陥
落
、
硫
黄
島
玉
砕
、
回

天
特
攻
、
大
和
沈
役
な
ど
、

死
を
目
前
に
し
た
人
た
ち
の

体
験
、
中
国
や
韓
国
へ
の
加

害
と
向
き
合
う
人
の
言
葉
、

シ

ベ
リ
ア
抑
留
、
満
州
棄

民
、
B
C
級
戦
犯
、
逃
亡
者

と
な
っ
た
人
た
ち
の
思
い
な

ど
が
記
者
の
署
名
入
り
で
書

か
れ
て
い
る
。

戦
争
と
い
う
も
の
の
事
実

を
伝
え
た
い
と
の
記
者
の
決

意
も
わ
か
り
、
今
せ
ひ
若
い

人
に
読
ん
で
ほ
し
い
。
日
本

の
若
者
が
世
界
に
胸
を
張
れ

る
の
は
、
二
度
と
戦
争
を
し

な
い
憲
法
を
持
っ
て
い
る
こ

と
な
の
だ
か
ら
。

(陽
)

(岩
彼
書
店

本
体
1
6
0

0
円
+
税
)

ノ

け

　

聾
,
・
.監

鉢

亙

纏

薄贈

「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ノ
シ
か

ら
生
ま
れ
た
女
た
ち
」

女
性
学
か
ら
実
践
へ

湘
南
V
-
R
A
G
O

5
1
0
・
0
5
1
1
。
相
談

は
無
料
。

な
お
、
全
国
各
地
の
弁
護

士
会
で
も
、
こ
の
日
を
中
心

に

「1
1
1
0
番
」
を
実
施

す
る
。
日
時
等
詳
細
は
問
い

神
奈
川
県
藤
沢
市
は
1
9

9
7
年
か
ら
、

一
般
市
民
の

女
駐
の
た
め
の
成
人
講
座

「オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

・
女

駐
学
」
を
開
き
、
10
年
目
に

入
っ
て
い
る
。
学
ん
だ
人
は

3
5
0
人
に
の
ぽ
る
。
こ
こ

で
学
ん
だ
女
性
た
ち
が
何
を

考
え
、
何
を
し
た
か
、
講
師

と
16
人
の
受
講
生
が
執
筆
し

て
い
る
。

受
講
し
た
女
駐
た
ち
が
、

自
分
を
変
え
実
践
に
飛
び
込

ん
で
い
く
様
は
、
目
を
見
張

る
よ
う
だ
。夫
の
こ
と
を
「主

人
」
と
い
う
の
は
お
か
し
い

か
ら
、

「夫
」
と
呼
ぽ
う
と

し
た
が
、
な
か
な
か
声
に
出

せ
な
か
っ
た
女
性
が
、
無
防

備
地
域
条
例
の
署
名
活
動
に

と
り
く
む
。
良
妻
賢
母
の
枷

の
中
に
い
た
女
陛
が
、
ジ

ェ

ン
タ
ー
に
目
覚
め
、
45
歳
か

ら
働
き
は
じ
め
、
初
め
怒
っ

て
い
た
夫
も
買
い
物
や
弁
当

作
り
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

数
人
で
審
議
会
の
傍
聴
を
つ

づ
け
る
う
ち
、
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
し
て
発
信
す
る

。
地
道
に
力
を
つ
け
、
い

き
い
き
と
暮
ら
す
女
駐
た
ち

の
姿
が
あ
る
。
こ
ん
な
女
陛

た
ち
が
、

「革
新
的
」
と
い

わ
れ
る
藤
沢
市
を
支
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
女
性
運

動
の
足
を
引
く
動
き
が
目
立

つ
今
、
力
と
自
信
が
わ
い
て

く
る
本
だ
。

(枝
)(生
活
思

想

社

本

体
・
2
1
0
0

円
)
「
鷲

、

鵯

雛

囎

炉

騎
蹴
{

「
ハ
ン
セ
ン
病
と
と
も
に
」

岡
部

伊
都
子
・
著

著
者
が
40
年
に
わ
た
っ
て

書
い
て
き
た
ハ
ン
セ
ン
病
に

つ
い
て
の
文
章
や
講
演
が
集

め
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
14

歳
で
結
核
に
な
り
通
学
を
や

め
た
が
、
結
核
よ
り
苦
し
い

立
場
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
人
々

の
こ
と
を
知
り
忘
れ
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
い
う
。
療
養
所

に
通
い
、
仲
良
く
な

っ
た

人
々
、
そ
の
苦
難
。
国
の
非

人
間
的
な
隔
離
政
策
と
そ
れ

を
許
し
た

「自
分
た
ち
民

衆
」
の
反
省
、
謝
罪
。
著
者

独
特
の
柔
ら
か
い
文
章
で
つ

づ
ら
れ
た
深
い
思
い
に
胸
う

た
れ
る
。

(藤
原
書
店

本
体
2
2
0

0
円
)

合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ

東
京
弁
護

士
会
人
権
課
君
03

・
3
5
8

1
・
2
2
0
5

セ
ク
シ

ャ
ル

・
ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

3
団
体

・東

京
弁

護
士
会

許

鱒螺
ま
　
チヒ

お

　

　

ば
を
　
お

ゲ

タ
き
　
　
　

.
・

灘

繍罐鑛

10年

灘 擁難

⑳ ㊧ 繍 濃糠 麺 璽 　難 難 灘鱗難灘
蟻

間. 齢 構 臨鞭
繊懸蓬

麟

劉 蓼7イ んター

一
岡鎧 ヨ

叢
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イ

艸

霧

灘
羅

博

霧

理

賜

鍵難。灘織撫総灘 繊 難勲.鍵 謙澱蹴鍵繋灘灘 、驚耀鎌災鰭才ン、セル7ク リーンなど
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鰍
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灘究w
写
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当 冨
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態

蟹
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懸
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講
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轡
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難

・
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オ
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ノ
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撤
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女2006年6月20日(火 曜 日)(3)

『と
は1

れ1
、

7東
京
ピ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
倶

楽
部
は
、
第
3
回
東
京
平
和

映
画
祭
を
7
月
22
日
10
時
か

ら
、
東
京

・
渋
谷
の
国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
棟

大
ホ
ー
ル
で
開
く
。

同
映
画
祭
は
、
9
1
1
事

件
か
ら
始
ま

っ
た

「テ
ロ
と

の
戦
い
」
の
中
で
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
て
い
る
事
に
、

「ど
う
す
れ
ば
戦
争
で
は
な

い
方
法
を
選
び
取
れ
る
か
」

と
問
い
続
け
る
為
に
、
ス
ク

・22
東

京

平
和
映

画
祭

開
催

リ
ー
ン
か
ら
学
ほ
う
と
始
め

た
も
の
。
今
回
は
衝
撃
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
6
本

を

一
挙
上
映
す
る
。

イ
ラ
ク
戦
争
勃
発
を
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
し
た

『リ
ト
ル
ハ

ー
ス
』、
I
M
F
や
経
済
の
ク

ロ
ー
パ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
問

う

『ジ
ャ
マ
イ
カ
楽
園
の
真

実
』、ア
メ
リ
カ
の
12
歳
の
少

年
2
人
が
描
い
た
広
島

・
長

崎
の

『魔
法
の
ラ
ン
プ
の
シ

ニ
ー
』、核
燃
料
再
処
理
工
場

始
動
に
不
安
を
募
ら
せ
る

『六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ

ー
』、み
ん
な
で
考
え
る

『平

和
の
創
り
方
』、
『老
人
と

侮
』
の
シ
ャ
ン
・
ユ
ン
カ
ー

マ
ン
監
督
が
世
界
的
な
視
野

で
日
本
国
憲
法
を
捉
え
た

『映
画

日
本
国
憲
法
』。

参
加
費

(6
本
通
し
)

25
歳
以
下

・
1
5
0
0
円
、

一
般
2
5
0
0
円
、
26
歳
以

上
・
会
員
2
5
0
0
円
、

一

般
3
5
0
0
円
。
郵
便
振
替

口
座
番
号
0
0
1
3
0
1
2

1
3
7
1
8
0
2

加
入
者

名
は
T
P
F
F
実
行
委
員
会

※
入
会
は
、
郵
便
振
替
の

一=
一一=
一一一二
一=
一一一;
一一=
一=
一一=
=
一;
一一一=
[=
=
一=
=
ニ
=
=
一=
=
一;
一二
一一一一=
=
=
一;
=
一
一=
一=
一一
=
一
一一一一=
=
一一一=
一=
一一一=
一一一=
一=
一=
【=
一一一=
一一一一=
=
一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一
一一
一

「升
本
美
苗
基
金
」
対
象
者
を
募
集

N
P
O
法
人
ユ
ニ
フ
ェ
ム

(国
連
女
駐
開
発
基
金
)
日

本
国
内
委
員
会
は
、
開
発
途

上
国
の
女
陛
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
と
ジ
ェ
ン
タ
ー
平
等

を
目
的
に
国
内
お
け
る
勉
学

又
は
調
査
・
研
究
活
動

(個

人

・
団
体
)
に
対
し
、
奨
学

金
を
贈
り
支
援
す
る

「升
本

美
苗
基
金
」
の
対
象
者
を
募

集
し
て
い
る
。

活
動
実
施
機
関

2
0
0

7
年
1
月
1
日
か
ら
同
年
12

月
31
日
。

申
込
資
格

①
日
本
の
大

学
又
は
研
究
機
関
在
籍
す
る

女
駐
で
、
指
導
教
員
の
推
薦

状
を
得
る
事
が
出
来
る
者

(国
籍
は
問
わ
な
い
)。

②
日
本
女
性
で
海
外
の
大
学

又
は
研
究
機
関
に
お
い
て
研

究
活
動
を
行

っ
て
い
る
者

で
、
指
導
教
員
の
推
薦
状
を

得
る
事
が
出
来
る
者
。

支
給
金
額

1
件
30
万
円

を
限
度
と
し
、
1
年
1
件
以

内
。

締
め
切
り

8
月
25
日
岡

ま
で
。
申
込
方
法

所
定
の
申
込

用
紙
に
記
入
の
上
、
〒
2
4

4
1
0
8
1
6
横
浜
市
戸
塚

区
上
倉
田
町
4
3
5
1
1
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜

内

「ユ
ニ
フ
ェ
ム
日
本
国
内

委
員
会
」
事
務
局

(嚥
0
4

5

・
8
6
9

・
6
7
8
7
)

通
信
欄
に
①

「入
会
希
望
」

②
生
年
月
日
と
年
齢
③
メ
ー

ル
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、

を
記
入
す
れ
ば
入
会
で
き
、

会
員
価
格
で
チ
ケ
ッ
ト
購
入

で
き
る
。
記
入
が
な
い
場
△口

は

一
般
価
格
と
な
る
。

問
い
合
わ
せ

東
京
ピ
ー

ス
フ
ィ
ル
ム
倶
楽
部
事
務
局

な
0
9
0
・
4
4
5
9

・
3

0
2
0
、
唾
0
4
7
9

・
62

・
1
3
2
7

=
一一=
=
一=
=
一一一=
一一一一一一一=
;
=
一一一一一「

ら鳶
〃30y8〃2θ π∫

 

共

謀

罪

な

ど

の

廃
案
を
求
め
る
ノ

日
本
婦
人
団
体
連
合
会

は
、
6
月
3
日
の
幹
事
会

で
、
特
別
侠
議

「医
療
改
悪

法
、
改
憲
手
続
き
法
、
教
育

基
本
法
改
悪
法
、
共
謀
罪
法

襲
懸
懇
懲
懸
㈱閾
一繊
錨
盤灘
聞
蝦謹
雛
　卿
搬懸
懸
鞭

N
W
E
C
女
駐
教
育
庸

報
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
す
る

独
自
の
貴
重
な
資
料
の
ひ

と
つ
に
、
女
性

・
家
庭

・

家
族
に
関
す
る
新
聞
ク
リ

ッ
ピ
ン
ク
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
た
び
、
そ
の
所

蔵
が
20
万
件
を
超
え
ま
し

た
。20
万
件
目
の
記
事
は

『健
康
に
暮
ら
せ
る
国

「子
」
は
日
本
1
位

「母

子
」
だ
と
12
位

国
際
N

G
O
調
査

(朝
日
新
聞
、

06
・
05

。
12
)』と
い
う
、

「セ
ー
フ
・
ザ

・
チ
ル
ド

月から所蔵

索 も可能へ

端議
覇羅

レ
ン
」
の
調
査
に
関
す
る

記
事
で
し
た
。

こ
の
ク
リ

ッ
ピ
ン
グ

は
、
記
事
見
出
し
、
記
事

中
の
人
名
、
新
聞
名
、
日

を
採
録
し
て
い
ま
し
た

が
、
1
9
8
9
年

以

降

は
、
女
性

・
家
庭

・
家
族

に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て

広
く
採
録
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
全
国

紙
、
地
方
紙
48
紙
か
ら
採

録
し
て
い
ま
す
。

●

タ
エ
吻
り

●

讐
弩
も
の
畿

ホ
む
寒
麟

鮒P筥

匙

鶴

額

認
報
{プ
ー
タ
ベ
ー
ス
L
に
登

●

塑
と

挙

ト

)
〃
(
7
.・・

記
事
本
文
を
ご
覧
に
な

り
た
い
場
合
に
は
、
コ
ピ

ー
サ
ー
ヒ
ス

(1
枚
35
円

十
送
料
)
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
3
月
末
か
ら
提

供
し
て
い
る

「文
献
複
写

W

e
b
申
込
サ
ー
ビ
ス
」

で
は
、
自
宅
や
職
場
の
パ

ソ
コ
ン
で
、
検
索
結
果
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ

ン
ク
の
感
覚
で
資
料
の
複

写
申
込
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い

(事
前
登
録
が
必
要
で

す
)。「文
献
庸
報
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」、
「文
献
複
写
W
e

b
申
込
サ
ー
ビ
ス
」
に
は

女
陛
庸
報
ポ
ー
タ
ル

"W

l
n
e
t

(ウ

ィ
ネ

ッ

＼＼≦
ヨ
無

=
≦
oo
も
＼)
よ
り
お
入

り
く
だ
さ
い
。

(M
M
)

襯蝶
敵

19

ネ

縫

"

、
蜘

謹

曽

モ
毒

姓

羅
夢
ρ
蕩

教

藝

霧

蟹

 

新
聞
記
事
ク
リ

ッ
ピ
ン
ク
フ
ァ
イ
ル
の
棚

ト
上
で
検
索
司
能
で
す
。

会
館
設
立
当
初
の
1
9

7
7
年
10
月
か
ら
所
蔵
し

て
お
り
、
1
9
8
8
年
ま

で
は
話
題
と
な
っ
た
女
陛

(人
材
)
に
関
す
る
記
事

独 立 行 政 法 人

国 立 女 性 教 育 会 館(ヌ エ ッ ク)

〒355-0292埼 玉 県 比 企 郡

嵐 山 町 大 字 菅 谷728番 地

慰0493・62・6711(代)

URI.httP//wwwnwecJP

E-mallwebmaster@n"ecJP

 

1
私
た
ち
は
、
各
法
案
の
廃

案
を
強
く
求
め
ま
す
ー
」
を

採
択
。
小
泉
首
相
、
衆
参
議

長
、
関
係
省
庁
、
各
政
党
に

送
付
し
た
。

同
決
議
で
は
、
上
記
4
法

案
の
撤
回
・
廃
案
を
強
く
求

め
る
と
共
に
、
憲
法
を
生
か

し
、
庶
民
大
増
税
を
中
止
、

大
企
業
に
よ
る
適
正
な
税
と

社
会
保
障
の
負
担
、
均
等
待

遇
と
人
間
ら
し
い
雇
用
ル
ー

ル
の
確
立
、
予
算
を
国
民
本

位
に
転
換
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。
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一一一=
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=
=
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=
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=
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=
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=
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=
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=
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二
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=
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=
ニ
≡
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一一;
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一
=
=
一=
一
≡

一≡
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=
=
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=
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=
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=
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=
一
一一一一=
一一=
一一=
一一=
=
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一一≡

一一=
一一=
一=
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≡

一一一=
=
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コ

6

月

22

日
木

◆

「今
な
せ
教
育
基
本
法
改

定

か
1
教

育

の
現
場

か
ら
」

(
仮
)
13
時
30
分

衆
議
第
2
議
員

会
館

(地

・
国
会
議
事
堂
前
駅

5
分
)

俵
義
文

(子
ど
も
教

科

書
全
国
ネ

ノ
ト
21
事

務
局

長
)

7
0
0
円

主
催

・
問

A
口
せ

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟

脅
03

・
3
3
7
0

・
2
7
2
7

◆
マ
ス
メ
テ

ィ
ア
は

な
せ

「
女
駐
」
を
伝
え
ら
れ
な
い
の

か
18
時
30
分

立
教
大
学
他
袋

キ
《
ン
パ
ス

(池
袋
駅
西

ロ
ー0

分
)

竹
信

二
恵
子

(朝
日
新

聞
記
者
)

主
催

・
問
合
せ

立
教
大
ソ
ェ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
慰
&
隙
03

・
3
9
8
5

・
2

3
0
76

月

23

日

金

◆
未
来
寄
席

笑
い
が
あ
れ

ぱ
大
丈
夫
ー

実
録
ー
泣
き
笑

い
介
護
日
記

18
時
30
分

女
性
と
仕
事
の

未

来

館

(
丁
R

・
田

町

駅
3

分
)

「修
羅
場
介
護
日
記
」

田
辺
鶴
英

1
0
0
0
円

(
当

日
1
2
0
0
円
)

問
合
せ

同
館
曾
03

・
5
4
4
4

・
4
1

5
1◆
靖
国
を
語
る

森
達
也
さ

ん
+
元
兵
士
十
学
生
の
ト
ー
ク

ー9
時

S

P
a
C
e
&
C

a

f

e
ポ
レ
ポ
レ
坐

(東
中
野
駅

2
分
)

8
0
0
円

(学
生
5

0
0
円
)

問
合
せ

「
ア
ン

ニ
ョ
ン

・
サ
ヨ
ナ
ラ
」
上
映
委

慰
03

・
3
4
0
3

・
1
9
0
2

6

月

24

日

土

◆
し

こ
と
探
検

消
防
士
の

仕
事10
時
30
分

す
て

っ
ぷ

(
阪

急

・
豊
中
駅
前
)

松
崎
千
鶴

(
豊
中
市
北
消
防
署
)

問
合

せ

同
所
容
06

・
6
8
4
4

・

9
7
7
3

◆
2
0
0
6
み
ず
ら
D
>
被

害
者
自
立
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ハ
サ
ー
11
時
～
13
時
30
分

か
な
が

わ
県
民
セ
ン
タ
ー

(横
浜
駅
西

口
5
分
)

食
料
品
、
食
器
、

台
所
用
品
、
衣
類
な
ど

問
合

せ

N
P
O

・
か
な
が
わ

・
女

の
ス
ペ
ー
ス
み
ず
ら

容
0
4
5

。
4
5
1

・
3
7
7
6

◆

ン
ン
ポ

ン
ウ
ム

「学
校
で

の
人
権
侵
害
と
し
て
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
ど

う
防
く
か
」

13
時

明
大
リ

ハ
テ

ィ
タ
ワ

ー
1
1
2
6
教
室

(
J
R

・
御

茶
ノ
水
駅
3
分
)

入
江
直
了

(神
奈

川
大
)、
武

田
万

堅
了

(金
城

学
院

大
)
、清

水
康

幸

(
青
山
学
院
女
子
短
大
)

主

催

日
本
教
育
学
会
関
東
地
区

連

絡

片

岡

洋

子

界
舞
隊
o
ア
岡◎
h』
o
=
一【翼
e
げ
一σ
岱

じ
ロ
で
◆
パ
ネ
ル
テ
ィ
ス
カ

ノ
ン
ヨ

ン

「本
音
て
話
そ
う
ー
子
育
て

と
う
す
る
?
」

13
時
30
分

所
沢
市
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ふ
ら

っ

と

コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
樋

口
美
佐
了

(秋
草
学
園
短
大
地

域
保
育
学
科
長
)
ほ
か

40
人

要
申
込
み

同
所
僧
04

・
2

9
2
1

・
2
2
2
0

◆
子
と
も
の
人
権
を
考
え
る

～
い
し
め

・
虐
待

・
少
年
犯
罪

14
時
30
分

文
京
区
民
セ
ソ

タ
ー

(地

・
春
日
駅
す
く
)

坪
井
節
チ

(弁
護
十
)

5
0

0
円

申
込
み

憲
法
フ

ェ
ス

テ

ィ
ハ
ル
実
行
委
容
03

・
3
5

5
4

0
8
3
8
吉
田

◆
働
く
者
や
女
性

の
人
権
-

弁
護
士
活
動
の
現
場
か
ら

18
時
30
分

文
京
区
民
セ
ン

タ
ー

中
野
麻
美

(弁
護
土
)

8
0
0
円

60
人

(先
着
)

主
催

許
す
な
ー
憲
俵
改
悪

・
市
民
連
絡
会
盈
03

・
3
2
2

ユ

・
4
6
6
8

6

月

25

日

日

◆
性
の
多
様
性

13
時
30
分

千
葉
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

伊
藤
隔

(千
葉

大
講
師
)

2
0
0
0
円

問

合
せ

男
女
平
等
参
画
ち
ば
の

会
容
&
剛
0
4
7
・
4
8
3
・

7
9
1
6
渡
邊

6
月

29

日

木

◆

「
一
橋
出
版
1ー
マ
イ
ス
タ

ノ
ブ
争
議
」
判
決

15
時

榮
京
高
裁
8
0
8
号

法
廷

※
傍
聴
券
配
布
14
時
～

14
時
30
分

裁
判
終
了
後
、
報

告
築
会

弁
護
士
会
館
1
0
0

3
A
B
C

連
絡

出
版
労
連

哲
03

・
3
8
1
6

・
2
9
ー
ユ

◆
年
金
セ
ミ
ナ
ー
&
交
流
会

「年
金
の
お

べ
ん
き
ょ
う
♪
」

(基
礎
の
キ
ソ
)

18
時

リ
ュ
ミ
エ
ー
ル

O

R

テ
ィ
ア
ラ
会
議
室

(
且
0

4
8

・
5
2
5

・
4
3
0
0
)

申
込
み
締
切
り

6
月
25
日

㈲

3
5
0
0
円

▽
7
月
1

日
㈲
13
時
、
5
日
困
18
時

川

口
友
愛
セ
ン
タ
;

(J
R

・
川

口
駅
東
口
)

3
5
0
0
円

講
師

松
本
陽
子

(社
会
保
険

労
務
士
)

申
込
み

リ

ュ
ミ

エ
ー
ル
且
&
隙
0
4
8

5
2

5

・
4
3
0
0

6
月

30

日
金

◆
再
就
職
支
援
講
座

は
し

め
よ
う
ー
あ
な
た
の
チ
ャ
ン
レ

ン

ン
ー
10
時
30
分

7
月
7
日
囹
、

14
日
團
全
3
回

す
て

っ
ぷ

桂
容
子

(す
て
っ
ぷ
館
長
)、
杉

山
久
美
子

(
㈱
21
世
紀
職
業
財

団
再
チ
ャ
レ
ン
ソ
サ
ポ
ー
ト

コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
)
、ほ
か

申
込

み

7
月
3
日
鱒
か
ら
同
所
慰

06

6
8
4
4

・
9
7
7
3

7
月

-

日

土

◆
女
駐
は
地
域
て
輝
け
る

か
?
1

「人

手
」
か

ら

「人

材
」
へ
の
道

13
時

昭
和
女
了
大
学
ク
リ

;
ン
ホ
ー
ル

(東
急
田
園
都
市

・
三
軒
茶
屋
駅
南
出
口
8
分
)

森
ま
ゆ
み

(地
域
雑
誌
編
集

人
)、興
呂
實

(昭
和
女
子
大
講

師
)、高
橋
久
雄

(同
大
助
教

授
)、坂
策
眞
理
子

(同
大
副
学

長
)

無
料

要
申
込
み

読

売
新
聞
調
査
本
部

「昭
女
大
ア

カ
デ
ミ
ア
」
係
唇
03
・
3
2
1

6
・
7
7
3
6

◆
福
祉
倶
楽
部
開
設
13
周
年

の
つ
と
い

13
時
15
分

全
理
連
ビ
ル

(J
R
・
代
々
木
駅
下
車
)

「ま
ず
あ
ら
ゆ
る
場
て
高
齢
者

運
動
と
障
害
者
運
動
の
連
帯

を
」
日
下
部
雅
喜

(介
護
保
険

料
に
怒
る

一
揆

の
会

事
務
局

長
)
ほ
か

2
0
0
0
円

主

催

問
合
せ

福
祉
倶
楽
部
憾

03

・
3
3
7
0

・
3
3
5
2

◆
第
10
回
安
心
し
て
働
き
た

い

7

・
1
東
京
の
つ
と
い

13
時
30
分

豊
島
区
立
南
大

塚
ホ
ー
ル

(
J
R

・
大
塚
駅
5

分
)

講
演

「格
差
社
会
の
も

た
ら
す
も
の
」
(仮
題
)
藤
田
実

(桜
美
林
大
教
授
)

落
語
「21

世
紀
は
組
合
た
」
笑

⊥
房

桂

福
申

闘
い
の
報
告

主
催

・

冥
行
委

連
絡

東
京
地
評

哲

03

・
5
3
9
5

・
3
ユ
7
1

◆
男
女
共
同
参
画
週
間
記
念

・
平
塚
ら
い
て
う
生
誕
1
2
0

年
記
念
映
画
会

「一兀
始
、
女
庄

は
太
陽
て
あ

っ
た
1
平
塚
ら
い

て
う
の
生
涯
」

13
時
30
分

文
京
区
男
女
平

等
セ
ン
タ
ー

(
地

・
本
郷
一
丁

目
駅
7
分
)

映
画
上
映

ト

ー
ク

羽
田
澄
子

(監
督
)

無
料

連
絡

文
京
区
男
女
協

働

特
命
担
当
課
鯉
03

・
5
8

0
3

・
1
1
8
7

7

月

3

日

月

◆
ひ

ょ
う

こ
フ
ォ
ー

ラ
ム

「夢
の
あ
る
と
こ
ろ
道
は
開
け

る
」13
時
30
分

ク
リ
ス
タ
ル
ホ

ー
ル

(
J
R

・
神
戸
駅
前
)

南
裕

子

(
兵
庫
県

▽
大
副

学

長
)

要
申
込
み

兵
庫
県
Ψ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

(イ

ー
フ
ン
)
君
0
7
8

・
3
6
0

。
8
5
5
0

請
求
訴
訟

・
控
訴
審
傍
聴

11
時

東
京
高
裁
8
1
3
号

法
廷

問
合
せ

中
国
帰
国
者

の
会
冠
03

・
3
8
1
5

・
2
9

5
4◆
2
0
0
6
年

「世
界
人
ロ

テ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ

ソ
ウ
ム
ー

65
億
人
の
世
界
と
人
ロ
威
少
社

会

・
日
本

13
時
30
分

国
連
大
学

(
地

表
参
道
駅
7
分
)

対
談

「エ
チ
オ
ピ
ア
で
出
会

っ
た
人

ひ
と
」
有
森
裕
子

(国
連
人
口

基

金
親
善
大

使
)
、石

井
鰹

σ

(
ソ
ヨ
イ
セ
フ
常
任
理
事
)
、
特

別
講
演

「人
口
減
少
社
会

・
[口

本
と
男
女
共
同
参
画
」
猪
口
邦

r

(少
了
化

・
男
女
共
同
参
画

担
当
大
臣
)、
バ
ネ
ル
テ
ィ
ス
カ

ノ
ソ
ヨ
ン

「65
億
人
の
世
界
と

日
本
」

加
藤

ソ
ツ
工
賞
受
賞

記
念
東
京
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム

ー3
時

日
本
教
育
会
館

記

念
講
債

「二
極
化
社
会
の
到
来

と
関
西
生
コ
ン
労
働
」
木
下
武

男

(昭
和
女
子
大
教
授
)、特
別

報
告

武
建
一
(関
西
生
コ
ン

支
部
執
行
委
員
長
)、発
言

脇

田
憲

一
(編
著
者
)、パ
ネ
ル
テ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ー
0
0
0

円

連
絡

事
務
局
暦
03
。
3

3
6
5
・
7
2
0
6
(「未
来
政

策
研
究
機
構
」
内
)

◆
ン
ン
ボ
・ン
ウ
ム

〈こ
と
ば

と
ン
エ
ン
タ
ー
〉
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
る
1
寿
岳
章
子
さ
ん
の

志
を
う
け
つ
い
で

13
時
30
分

お
茶
の
水
女
子

大
学

(地
・
茗
荷
谷
駅
10
分
)

「寿
岳
さ
ん
が
切
り
開
い
た

道
-
女
ら
し
さ
の
殻
を
打
ち
破

り
な
が
ら
ー
」
遠
藤
織
枝
ほ
か

お
し
ら
せ

奪"、

oo

7

月

5

日
水

◆
男
女
雇
用
平
等
セ
ミ
ナ
ー

～
あ
な
た
も
私
も
働
き
や
す
い

職
場
に
し
た
い
ー

18
時
30
分
、
13
日
内
、
19
日

困
と
も

立
川
市
女
匪
総
合
セ

ン
タ
ー

・
ア
イ
ム

(J
R

・
立

川
駅
北
口
6
分
)

「
2
0
0

6
年
均
等
法
改
正
と
は
～

『間

接
差
別
の
禁
止
』
を
中
心
に
」

浅
倉
む
つ
子

(甲
大
教
授
)
ほ

か

申
込
み

東
京
都
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
国
分
寺
事
務
所
冠

0
4
2

・
3
2
3

・
8
5
1
1

7

月

6

日
木

 ◆
中
国
残
留
邦
人
国
家
賠
償

式

無
料

要
申
込
み

事
務

局
低
03

・
3
2
6
8

・
3
1
5

0

7
月

7

日
金

◆
07
年
参
院
選
・
平
和
の
共

同
候
補
を
求
め
て
～
7
・
7
ン

ン
ポ
ン
ウ
ム

ー8
時
30
分

日
本
教
育
会
館

(地

神
保
町
駅
5
分
)

「平

和
共
同
候
補
実
現
の
た
め
に
何

が
必
要
か
」
上
原
公
子
、
川
田

脱
子
、
斉
藤
貴
男
、
佐
高
信
、

湯
川
れ
い
子
、
講
談
・
神
田
香

織

地
域
か
ら
の
発
言
ほ
か

5
0
0
円

連
絡

護
憲
共
同

候
補
擁
立
懇
談
会

(銀
座
東
法

律
事
務
所
内
)
低
03
・
3
5
4

5
・
2
1
5
1

7
月

8

日

土

◆

『労
働
運
動
再
生
の
地
鳴

り
か
き
こ
え
る
』
7
・
8
出
版

連
絡

実
行
委
事
務
局
謝

04

7
1
2
7
・
4
6
6
2

◆
身
近
に
あ
る
D
V

女
駐

と
子
と
も
に
及
ほ
ず
影
響
と
今

で
き
る
こ
と

13
時
30
分

ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
あ
さ
み
野

(東
急
田
園
都

市
・
あ
さ
み
野
駅
5
分
)

石

川
結
貴
(作
家
)、阿
部
裕
子
(み

ず
ら
)、田
中
博
章

(横
浜
市
こ

ど
も
家
庭
課
課
長
)、古
川
由
理

枝

(男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

横
浜
北
相
談
担
当
)

1
0
0

0
円

申
込
み

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
横
浜
北
君
0
4
5

・
9
1
0
・
5
7
0
0

◆
ー
T
セ
ミ
ナ
ー

「オ
ン
ラ

イ
ン
ソ
フ
ト
て
広
か
る
バ
ソ
コ

ン
ラ
イ
フ
」

13
時
30
分

大
阪
産
業
創
造

館

(地
・
堺
筋
本
町
駅
下
車
)

竹
岡
篤
永

パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
を
習
得
し
て
い
る
人
14

人

5
0
0
0
円

問
合
せ

㈲
ア
ト
リ
エ
エ
ム
日
&
剛
06

・

6
8
7
2

・
5
9
9
5

◆
性
に
つ
い
て
の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

ン
ヨ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
ク

ー3
時
30
分

千
葉
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

鍛
冶
良
実

(
ア

イ
テ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

・
カ

ミ
ン
ク
ア
ウ
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
)

主
催

男
女
平
等
参
画

ち
ば
の
会

問
合
せ

低
&
献

0
4
7

・
4
8
3

・
7
9
1
6

渡
辺◆
リ
レ
ー
ト
ー
ク
〈
女
政
の

え
ん
>
15
時
30
分

ゆ
う
き
の
食
卓

・
花

の

え

ん

(渋

谷

・
道

玄

坂
)

赤
松
良
子

(W
I
N
W

I
N
代
表
)

2
0
0
0
円

ト
ー
ク
終
了
後
お
し
ゃ
べ
り
会

3
0
0
0
円

要
予
約

連

絡

同
所
面
&
隅
03

・
3
4
6

4

・
7
ユ
6
3

7
月

9

日

日く

◆
7
・
7
盧
溝
橋
事
件
記
念

の
つ
と
い

13
時
30
分

か
な
か
わ
県
民

セ
ン
タ
ー

映
画
⊥
映

『教
え

ら
れ
な
か
っ
た
戦
争

中
国

編
』

話

高
岩
仁

(映
画
の

製
作
・
監
督
)

5
0
0
円

主
催

日
中
友
好
神
奈
川
県
婦

人
連
絡
会
且
0
4
5
・
2
6
1

・
0
5
2
2

(火
・
午
後
)

◆
中
国
残
留
邦
人
問
題
を
い

ま
考
え
る

13
時
30
分

北
沢
タ
ウ
ン
ホ

ー
ル
・ら
ぷ
ら
す

(下
北
沢
駅

5
分
)

講
演

小
川
津
根
子

主
催

N
P
O
法
人
中
国
帰

国
者
の
会
容
03
・
3
8
1
5
・

2
9
5
4

7

月

13

日
木

◆
ポ
ジ
テ
ィ
フ
ア
ク
シ
ョ
ン

実
践
セ
ミ
ナ
ー

「全
社
員
対
応

型
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
ハ
ラ
ン

ス
施
策
」

14
時

20
日
困
と
も

労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
他
袋
事
務
所

(地
・
東
他
袋
駅
5
分
)

「①

労
働
時
間
管
理
」
田
添
忠
彦
(N

T
T
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
、
20

目

「②
育
児
休
業
制
度

男
駐

社
員
の
利
用
実
績
を
創
る
ー
」

武
仁
恵
美
子

(法
政
大
助
教

授
)

申
込
み

同
所
憾
03

・

5
9
5
4

・
6
5
0
5

7

月

14
日

金

◆
時
評

「ア
ジ
ア
外
交
の
行

方
～
日
本

・
中
国

・
韓
国
」

13
時
30
分

東
京
Y
W
C
A

砂
土
原
セ
ン
タ
ー

(
市
ケ
谷
駅

5
分
)

金
子
秀
敏

(毎
日
新

聞
編
集
委
員
)

1
5
0
0
円

申
込
み

同
セ
ン
タ
ー
君
03

・
3
2
6
8

・
4
4
5
1

◆
陛
の
倫
理
に
つ
い
て
考
え

る
13
時
30
分

千
藥
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

細
谷
実

(関
東

学
院
大
教
員
)

2
0
0
0
円

主
催

男
女
平
等
参
画
ち
ば

の
会

問
合
せ

且
&
隙
0
4

7

・
4
8
3

・
7
9
1
6
渡
辺

　

7
月

15

日

土

◆

「電
磁
波
か
ら
子
と
も
を

守
れ
」
13
時
30
分

千
葉
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ァ
ェ
ノ
ク

(
J
R

・
千
葉
駅
東
口
7
分
)

上
田
昌
文

(
N
P
O

・

「市

民
科
学
研
究
室
」
代
表
)

5

0
0
円

主
催

・
問
合
せ

市

民
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
千
葉
県
暦
0

4
8

。
2
0
1

・
1
0
5
1

7

月

19

日
珊

◆
日
本
の
政
治
は
変
わ

っ
た

の
か
?
18
時
30
分

文
京
ソ
ヒ

ッ
ク

セ
ン
タ
ー

(地

・
後
楽
園
駅
す

く
)

白
川
真
澄

1
0
0
0

円

主
催

グ
ロ
ー
カ
ル
座
標

塾

連
絡

"
03

・
3
2
6
4

・
4
1
9
5

7

月

20

日
木

◆
た
ん
ぽ
ぽ
舎
い
ろ
り
ば
た

学
習
会
1
1
1
回

18
時
30
分

た
ん
ぽ
ぽ
舎

(地
・
神
保
町
駅
下
車
)

大

石
又
七

(第
五
福
竜
丸
乗
員
)

8
0
0
円

問
合
せ

同
所

暦
03
・
3
2
3
8
。
9
0
3
5

　

7

月

21

日
金

◆

『
六
ケ
所
村
ラ
フ
ソ
テ
ィ

ー
』18
時
20
分

船
橋
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー

(J
R

・
船
橋
駅
7

分
)

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
ト
ー

ク
、
映
画
上
映

1
0
0
0
円

主
催

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

千
葉
県
低
0
4
3

・
2
0
1

・

1
0
5
1

7

月

22

日

土

◆
第
52
回
日
本
母
親
大
会
m

長
野13
時

信
州
大
学
ほ
か
、
23

日
㈲
10
時

エ
ム
ゥ

ェ
ー
フ

(長
野
市
)

記
念
講
演

「地

球
の
母
で
あ
る
こ
と
」
澤
地
久

枝

(作
家
)

分
科
会
、
特
別

講
座
、
大
物
産
展
・
書
籍
ハ
サ

ー
ル
有

主
催

実
行
委
冠
03

・
3
2
3
0

1
8
3
6

◆
人
骨
発
見
17
周
年
集
会

七
三
一部
隊
-
実
像
と
虚
像

13
時
30
分

新
宿
区
立
新
宿

歴
史
博
物
館

(地
・
四
谷
三
丁

目
駅
8
分
)

常
石
敬

一
(神

奈
川
大
)

5
0
0
円

主
催

軍
医
学
校
跡
地
で
発
見
さ
れ

た
人
骨
問
題
を
究
明
す
る
会
、

人
骨
問
題
研
究
会

"
&
隙
0

4
2
2
・
36
。
4
3
5
7

7

月

26

日
水

◆
平
成
18
年
度
食
物
実
技
講

習
会9
時
30
分
～
16
時
30
分

28

日
鱒
ま
で

東
京
聖
栄
大
学

(J
R
・新
小
岩
駅
)

講
演

近
藤
と
し
子

(㈱
栄
養
改
善

普
及
会
会
長
)

講
義

「小
麦

粉
」「醤
油
」、調
理
実
習
・
杵
島

直
美

(料
理
研
究
家
)
ほ
か

3
0
0
0
円

申
込
み

㈲
栄

養
改
善
普
及
会
宜
03
・
3
4
0

9
・
3
2
3
2
㈹

　

7

月

27

日

木く

◆
労
働
関
係
法
の
改
正
と
企

業
の
対
応

18
時
30
分

28
日
囲
と
も

都
労
働
椙
談
情
報
セ
ン
タ
ー
池

袋
事
務
所

白
澤
辰
夫

(社
会

保
検
労
務
士
)

申
込
み

同

所
君
03
・
5
9
5
4
・
6
5
0

5

　

8
月

3

日

木

◆
第
24
回
キ
ミ
子
方
式

全

国
合
宿
研
究
大
会
m
春
日
部

5
日
国
ま
で
2
伯
3
日

共

栄
学
園
短
大

(容

0
4
8
・

7
6
1

・
5
8
0
1
)、
宿
泊

春
日
部

エ
ミ
ナ
ー
ス

(
む
0
4

8

・
7
6
3

・
8
1
1
1
㈹
)

1
万
5
0
0
0
円
、
宿
泊
1

万
9
0
0
0
円

(
2
泊

4
食

付
)

申
込
み

7
月
15
日
㊤

ま
で

主
催

・
問
合
せ

美
術

の
授
業
研
究
会
君
&

隙
03

3

8
4
4

・
6
1
3
8

8

月

26

日

土

◆
生

こ
み
リ
サ
イ
ク
ル
交
流

会
2
0
0
6

生

こ
み

は

宝

だ
-交
流
会
9
時
50
分
～
17
時
、

懇
親
会
17
時
30
分
～
19
時
30
分

早
稲
田
大
学

国
際
会

議
場

(
高
田
馬
場
駅
か
ら

ハ
ス
)

事
例
発
表

「食
の
循
環
は
人
の

循
環

流
通
ル
ー
ト
の
確
立
を

を
は
か
り
、
生
こ
み
で
成
り
α

つ
経
済
性
」
北
村
栄

(
資
源
エ

コ
ロ
ソ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協

同
組
合
)
、
ほ
か
、
分
科
会

3

5
0
0
円

主
催

・
問
合
せ

同
実
行
委

容
03

・
5
4
1
0

・

3
7
3
5

◆

「夏
休
み
手
つ
く
り
ワ
ー

ク

ン
ヨ
ッ
プ
」

10
時
、
13
時
30
分

(
ど
ち
ら

か
選
択
)

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

生
活
工
房

(
戸
塚
駅
7
分
)

銅
板
の
メ

ソ
セ

ー

ソ
プ
レ
ー

ト
、
ペ

ン
立

て
、
和

菓

子
作

り
、
な
ど

1
5
0
0
円
～
2

0
0
0
円

申
込
み

7
月
11

日
因
か
ら
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
横
浜
事
業
課
"
0
4
5

。

8
6
2

・
5
0
5
2

◆
憲
法
9
条

「改
正
」
と

「心

の
ノ
ー
ト
」
～
わ
た
し
た
ち
個

人
の
権
利
を
、
と
う

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

13
時

ア
ー
ニ
ホ
ー
ル

(東

急
新
玉
川

・
桜
新
町
駅
5
分
)

伊
藤

哲

司

(茨

城
大

助
教

授
)

1
5
0
0
円

問
合
せ

「
陛
を
語
る
会
」

行
03

・
3

7
0
8

・
7
3
2
6

、
、

']「7NO
※2005年 ヒール年 間 課 税数 量 に基 つ く

0.

 

ノ'

ン

博

㍑

灘

継

簑

撚

義
蕪

燃
妻繋瞬

鶏
畿

難
糎

`

さ らな る 「鮮 度 」へ 。もっと「うまい 樽 生 」へ 。

ビー ル工 場 の うまさを 、そ の ままお 届 け した い 。
で きたての うまさを、ビールを知 り尽 くしたプロが 丁 寧 に注 ぐ。私 たちが 目指 す のは、

ビール工 場 で 飲 むあの一 杯 のうまさ。工 場 か ら一 分 一 秒 でも早 くお届け するため の「製造～ 出荷時間の短 縮」や、

日本 中のお店 と一 緒になって進 める「うまい1樽 生 プロジェクト」など、アサヒビールは 「ピール工場 の うまさ」を

すべてのお客 さまに楽しんで いただくため に、さらなる努力を続 けていきます。

蟻

鯉
器

藁
蟻

霧

 鱗

撫

懇

蕊

54す べ て は 、お 客 さまの 「うまい ノ」の た め に 。

STOP,
莱虞年看
飲洒

画]飲 酒 は20歳 になつてから。ほどよく、楽しく、いいお酒。あきかんはリサイクル ⑨

妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。
自動販売機 による酒類の販売は午後11時 力う午前5時 まで停 止されています ハb〃 ○お客様相談室西0120011121ア サヒbル 株式会社

勢

詳

癖
繊 磯 謬蒙躍
暫 織 　が 　り

饗 鱗 微鴨 ～一
奪

、 妬

耀 〆

耀鞭
難

懸
;蓉 獲

簸

榔 紺 難 轟 磯 ・ 漁

譲嵯璽 難

 

、

。織 舗鍵灘 嚢欝

講晦麟
灘

照霧

31

隷.

蟻灘
難 鞘

暴

灘灘

鴨

。

髪
蟹

雛
鍵

響

が

が

イ

饗騨
薫悔

`

軒隠

馨

懸鞭
覆 繕 麗濠蝋

難 嘱鐸

灘羅 撫

繋 鐵、

覚一　

騨

麺

灘
.

欝

蘇

灘

 

繋
躍
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整

气

竺
付
言

言

牡

余

▽

和
回
題
壮
士
幅
広
く
発
言

し

、
数
多
く

①
百
⑤
か
毀

し

仁
凡
百

分
了
Ａ

八

四

生

辻
を

撒
卜
た

白
の
二

九
回
心
Ａ

の

故

郷
・
長
野
賠
四

人
滂
が
制

作
言

言

言

ノ

白

二

☆

百
人

仰
人
々
万

白
募
金
を
集

め
つ

く
っ
心

女
性

の
先
達

を
描
卜
た

映
画
剴

主
た
亅

寺
二
三
丹

。

監

督
・
千

本
は

根

本

銀

二

。
圉

映
画
四

監
督
作
品
は

１

本
あ
る
く
ら

卜
だ
か
ご
助

浜

自
時
代
か
ら

長
野
四

作
品

を
多

く
手

掛
け

、
白
羽
の
矢

が
た

っ
た

。
テ
レ

・
ム
ブ
ー

樫

①

文

几

丿

時

門

且

づ
。

九

回

几

Ｊ

Ｔ

０

０

い
マ

ｊ

Ｏ

口

巳

昌

三

町

士

円

座

冬

子

言

八

一
飛

匸

入

余

尽

千

卜

印

七
三

匸

教

示

匸

。

言

二

言

」
言

广

て

し

⑤

万
柚

三

歓

①

誕

上

賍

广

几

①

⊃

逝

⊃

⑤

⊇

匸

匸

炎

匸

匸

ヅ

ノ

ー言

①

言

⊃

犬
言

个

、

言

必

子

了

号

卜

謡

七

九

二

万
……、」卜
一
ｆ｛ス

ト

①

友

才

大
分

价

「

口

半

且

且

帽

∧

則

行

言

亡

千

卜

仁

朧

侫

ヰ

ズ

⑤

㈹

①

匸
匸

士
門

匸

∩

‥
七

評

言

言

」
匸

二

回

贈

⑤

大

大

人

千

千

万

ス

ト

レ

ス

犬

－

乍

匸

⑤

⑤

い
づ

⑤

言

ブ

こ
ユ
宍
⑤

几

⊇

テ

レ

ド

ヅ

寸

辷

匸

廿

」

白

、壮

自

仁

白

少

言

言

七

寸

匸

言

言

を

七

七

匸

、

地

元

①

匸

』
七

仁

口
川
①

⑤

し

白

舛

賠

⑤

飛

叩
ト

ト

ツ

ヘ

Ｏ

∧

毋

①
イ

ン
ク

匸
千

卜
（

〈

∪

二

七
①

ヘ
ブ

ビ
公

元
一
二‐
ゝ

匸

っ
。

大

叩

广

言

言

犬

上

叫
衣

ｿﾞ∧ 占

匸 丱 丿

三 上

nJ I(r

匸 匸：

＼ﾐ

し　 ｀

ノ 几

ブ 失

ノ 匸

ﾀﾞﾊﾄ

ｰ--- …--

聯

三

三

二

号

匸

フ

ブ

ノ

ゾ

毎

ト

ト

ブ

ノ

ス

ニ

子

卜

玉

言

型

」

几

七

つ

」

卜一
ｊ
し
ｙ
ｊり
・
、

’口

ヤ

ソ

い
元

出

ド
ニ

か

三

二

こ
い
づ

匸

匸

七
論

匸

个

る

几

匸

し

八

卜

匸

二

八

町

力

＜

人

叩

ぺ

ヅ

ナ
广

大
七

乙
位
七
万
ゾ

ー

石 川1

‥';7う

匸
つ
し
厂

而

じ
米

制
言
層

言

言

二

白
叩

他

山

①
ト
ド
辿
動
か
寸
卞
め
匸

匸

言

く

⑤
し
匸

☆

乙
言
、

∇

レ

ブ

ソ

」
　へ

鴛
㈲
・

Ξ
一‐い
付
０

〃
Ｏ
Ｏ
Ｌ
一卜

再現映像で。少女時代、芸妓になる友と（抂会問題
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伯
方
塩
票

九

牛
執
正

廿

丹

に
圜
く
②

ダ

个

①

卜
汗

朧

≒

匸

匸

う

二

心

卜

化

ず

㈹

勹

一
つ
Ｉし
Ｉ・
゛川

①

匸

二

万

ノ

匸

に
①

言

し
り

土

◇

つ

匸

卜

う

Ｉ
。‐い
一一（

り`
　

也

心

几

皿

ご

匸

卜

九

ニ
　

ヤ

Λ

∩

价

べ

言

説

⑤

ゲ

ヤ

几

①

句

う

几

几

几

口

、

二

力

囗

ノ

ヱ
ヘ

レ

≒

①

丁

壮

三

圃

口

匚

レ

☆

≒

・
ミ

‥

ソ

「

け

一
入

・
’
」

゛

卜

Ｊ

。
。
一
り

、

」
１ １
ム

ー
。
广

・
‥
一
。匚

卜

、

じ

よ

心

に

卜

匸

卜

匸

ゲ

ニ

、

言

六

白

」

蠅

厂

心

汗

仰

石

つ

ま

ず

。

川

七

は

、

⑤

⑤

言

脯

匸

乱

隍

る

特

傚

か

八

り

土

九

叩

ヶ

㈹

牟

耿

卞

る

凪

が

り

言

も

八

卜

も

川

牛

勺

卜

け

匸

は

あ

Ｏ

ま

せ

ん

匸

ソ

元

首

卜

し

ト

ル

を

使

っ

て

气

っ

久

礼

貶

え

ば

上

寸

へ

な

る

か

ら

で

す

。

言

弓

ソ

、

町

う

匸

少

川

レ

サ

仁

、

ル

「

鉄

卜

≫

匸

ソ

匸

二

二

千

’
辺

土

イ

ソ

バ

ナ

犬

．‘ｙ
、
、

」
づ

こ

《

一・
・
・ ｛

ｙ
。

ゝ 、

壮

言

ゲ

ゾ

ス

匸

ブ

∩

い

∩

白

言

⊃

匸

ザ

ノ

寸

ソ

ソ

匸

壮

六

白

匸

卜

○

⑤

回

勹

七

ヅ

ソ

ヤ

り

⑤

十

上

一
、
、‐
ゝ ・
『
ゝ
．’
、
・
い
七

卜

ヽ
『
』

・
「

‐
づ

い
ぺ

” 」
作
「
づ
．
4‐
:

ゾ

レ

ゾ

ク

且

卜
二

・

大

言

、

仟

匸

厂

ソ

言

七

帽

凵

．

气
‐
ゝ ・
Ｉ

‘
い

長

ヤ

」

二

半

⊃

ミ

厂

」

‐
ノ

レ

厂

」

几

⑤

う

二

犬

二

八

几

匸

き

八

丁
　

子

犬

卜

二

三

白

怖

卜

二

三

匸

ヤ

．

卵

言

、

味

山

卜
に

以

外

二

七

⊃

川

川

七

八

一
占

二

犬

ソ

ｍ

…
…

’
か

匸

七

回

六

気

仁

仞

一
卜

乙

凵 ずるり海の恵み大尉に作

川
四
使
卜
Λ
は
簡
中
岸
上

三

佐

し
卜
の
で
卞
。

三

つ
言

ひ
と
⊇

匸

匸
气

使
い
す
ぎ
匸
し
ま
う
と
辛
く

匸
飲
め
ず
、
言

言
薄
め
匸
も

ヤ
ト
し
く
な
り
ま
せ
ん
。
仁

梅

⑤

Λ
ば
卜
）
と
げ
つ
圭

二

二

土

仏
の
匸
す
。
レ
シ

匸

典
り
匚
す
れ
ば
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
錮
の
人

言

ご
、
訖
し
の
介

心
、
火
加

賎
な
ど
匸
微
妙
匚
違
っ
て
き

圭

り
。
半

心

お
匚
毋
〇

が
人
気

毋

卜

物

、

煮

物

は

も

ち

ろ

ん

づ
に
が

、

刺
し

谺

四

付

け

貘

油

と

し

て

も

お

卜

し

卜

と

好

評

。

限

足

製

造

の

た

め

ブ
1
‐７

約

販

売

の

み

且

月

末

圭

了

寸

前

圭

ご

回

阻

定
数

口

達
し

だ

ら

締

め

切

る

。

匸

月

回

届

け

る

。

号

大

仁

个

☆

公

六

大

、
町

广

ド

キ

リ
つ

俯
縁
工

毎
⑤

士
さ

甘

う

ご
め

匸
九
皿

言

七
大

石
分

小
言

川
巾
二

大
川

て

こ
い

ケ

ツ

ハ

白
し

上

り
。

①

仁
幵

バ
ケ

ツ

大

如

ヱ
泉

る

①
叶
ス

四

皿二

俯
締

め
、
余

分
混

水
分

雲

大
出
当
行

三

つ
土

味

愆
け

荼
毀

し

ま
す

。
㈹

輿
を

や
わ
ら
け

味

㈹
浸

透
石
上

く
し

ま
す
。

」リ

ノ
匸

万

匸

坦

水
匚

く

ぐ
ら
甘

⑤
の
は
酸
化
量
感

止

す
る
泉
岸

上
≒

良
べ
る
ご
と
に
生
活
心
外

本
、
匚
脂
匚
庖
を
九
仞
卜
く

だ
さ
卜
。

提伯方塩業株式会社
ぐ ぷにごごここに討

つ
一
〇
〇
５

年
度

「
全
万

内

凹

百

会
」

淡
口
作
油
部
門

伉

林
小

産
古
臣
白
。

工

本

言

工
Ｏ
ノ

ド
）
工

５
７
５
円

箍

込
言

２

本

亅
ヤ

ツ
し
て

販
売
、
送
料
５

問
卜
合
加

廿
・・
匸

力
レ

マ

凡
作
韭

ご
０
７
０
１

１
０

１

汢
Ｇ
８
［
こ

。七

野

夕

千

崕

。
仟
又
上

Ｅ
Ｏ
エ
コ

Ｏ

Ｉ

工
弓
・８

１
り
工
１
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１

「
男
女
共
同

参
画
統

計
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
」
日

本
の
女
性

と
男

路
２
０
０
６

独

立
行

政
法
人

国

立
女
性

教
育

会
館

／
伊
藤
陽

丁

編
集

Ｘ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
は

、
２
０
０
１

年
か
气

統
計

デ
ー
タ
を
研

究
者
の
協
力
を

得
て
二

匸

レ

タ

ー

の

視

点

か
ら

見

直

し
、
コ

０
０
８

年
匚

「
男
女

共
同
参
画
壮

言
ナ
ー
タ
ブ
ソ

言

と
し
匸
刊
行
し
仁

二

九
を

づ
戸

立

直
し

、
新
た

男女共同
な
デ
ー
タ
、
都
道
府
県

デ
ー

タ
を
入
れ
た
。
几
項
目
匚
分

け
、
豊
富
回
図
表
入
九
、
解

説
も

多
く
卜

刀
か
０

や
す
く

ま
と
め
て

卜
る
。
『
平
吸
耳

年
度

統
計
活
動

奨
励
∩

』
を

受
賞

。

刊
行

二

匸

う
せ

卜
、
!
3

Ｂ
判
り
回

Ｏ

ペ
上

ノ
、
コ
［
ツ

０
０

円

予

約

販

売

受

け

付

け

特
別
限
定
「
龍
野
乃
刻
」

ヒ

ガ
シ
マ
ル
醤
油
株
式
会

社
は

、
特
別
限
定
醸
造

「
龍

野
乃

刻
（
た
つ
の
の
と
言

）

①
予
約
販
売
の
受
け
付
け
を

始
め
た
二

こ
九
ば
淡

囗
醤
油

を
つ

く
っ
匸

早

ユｔ
Ｏ

年
の
伝

佰

七
持
つ
口

社
印
、
究
極
の

淡
口
作
油
を

求
め

、
春
口

仕

込
み
秋
七
搾
る
と

卜
う
伝
統

製
法
を
圭
も
Ｏ

な
が
ら

、
寸

酒
を
匂

つ
み
の

熟
成
中

七
言

戊

終

ブ

後

①

つ
九

如

几

る

匸
　
　
　
　

Ｊ
゛ヽ
Ｊ
公
万顫

Ｅ
Ｊ
Ｊ一一目

頭

彰
万
。

言

じ

、

ズ

レ

誅

ハ

ト

と

廿
　

。…
…
Ｅ
。。
‥－０ １

゛
゛ ］

パ

ド

ド

’`̈

恍

芳
香
を
つ
け
た
も
の
。

「

会

館

研

究

ジ

ャ

ー

ナ

ル

」

国
立
女
礼
教

育
会
代
（

神

田
道
子
理
事
長

）
て
は

、
平

成
卜
年

仁

冗
行

士
疋
万

白

口
女

性
教
育
白
川
円
究
レ

ヤ

‐
①

ル

』
第
匸

し
掲

敵
論
丈

六

方
半

レ
・
广

る
。

同
誌
は
二

八（
万

①
乱
査

研
究
水

牡
牛

ジ
ェ
ン

ダ
ー
力

曜

广

百

ニ

ソ
Ｉ
言

三

戸

に

ケ

作
○

言

い
際

的
、

学
脂
⑤

研
言

男
言

六
同

参
山
匸
問

す
る
與
鉄
⑤

叫
究
を
瑁

慨
、

土

止
回
発
匸
し
匸
卜
る

。

言

三

万
兄
は

。
同

仁
四
工

巨

い
か

つ
七

「
論

谷

「
実

践

事

例

研

究

卜

研

究

ノ

ー

上

。

テ

ー

プ
は

白
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